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結果から言うと、決勝は雨で中止。

早いものでもう第三戦。オートポリスが終わったらもう耐久シーズンです。
今回テストから車体周りのパーツを大きく変更して望みました。

畑中　健太郎

予選の順位がそのままリザルトになりました。

長い九州生活でした。

レーシングサプライ

応援宜しくお願いします。
民辻選手は2004年までサプライでJSBに乗っており、JSB初年度には山口辰也選手とチャンピオン争いをした選手です。

新庄君もJSBに慣れてきたようですが、いろいろと試行錯誤しながら走行していました。
あれこれとセットアップをしながら進めていきましたが、最終的にはサーキットに持ち込んだ仕様に近いものになりました。

次回鈴鹿300Kmは新庄雅浩選手と、民辻啓選手のペアで戦います。
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決勝は雨ということは分かっていたので後は新庄君に頼んだ！！という感じでしたが、びっくりするくらいの雨が降っていたため中止になりました。
現場に行っていた方はわかると思いますが、ゲリラ豪雨がずっと続いている感じでしたね。
決勝を走れなかったフラストレーションは次の鈴鹿300Kmで晴らしてもらいましょう。

予報どおり土曜日の予選中に雨が落ちてきました。しかし完全にWETになるというほどではないのですが、

レースウィークに入り、走行はいつも午後からです。
天気予報では週末にむけて大きく崩れるという予報が出ており、何とかコンディションのいいうちにタイムを出しておきたいところです。

TOPはドライと変わらないタイムで走行しています。
新庄君もDRYのタイムで走行して、Ｑ3まで進み10番手を獲得。

走行していると気になるだろうなという感じの雨です。


